
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

印
欧
語
と
し
て
の
英
語
と
ド
イ
ツ
語

飯
　
　
鳴
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は
じ
め
に

　
「
ド
イ
ツ
語
は
英
語
よ
り
む
ず
か
し
い
」
と
か
、
「
い
や
ロ
シ

ア
語
に
比
べ
れ
ぱ
ま
だ
可
愛
い
も
の
だ
」
な
ど
と
い
う
こ
と
が

時
と
し
て
話
題
に
上
る
が
、
言
語
の
習
得
の
難
易
度
に
は
実
は

次
の
二
つ
の
側
面
が
あ
る
。
ひ
と
つ
は
、
当
該
の
言
語
体
系

（
音
韻
・
形
態
・
シ
ン
タ
ク
ス
・
語
彙
・
文
字
な
ど
）
そ
の
も

の
が
複
雑
か
否
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
い
ま
ひ
と

つ
は
、
そ
の
言
語
が
学
習
老
の
母
語
（
な
い
し
は
す
で
に
習
得

し
た
言
語
）
か
ら
ど
の
程
度
隔
っ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
隔
り
は
、
主
と
し
て
系
統
的
な
も
の
を
意
味
す
る
が
、

偶
然
の
構
造
的
（
類
型
的
）
相
似
性
や
言
語
接
触
に
よ
る
親
近

性
も
一
定
の
役
割
を
演
じ
う
る
。

　
難
易
度
の
こ
れ
ら
二
つ
の
側
面
の
う
ち
第
一
の
も
の
は
、
比

較
的
客
観
的
に
判
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
と
え
ば
、
形
態

の
分
野
に
お
い
て
は
、
複
雑
き
わ
ま
り
な
い
語
形
変
化
を
す
る

古
代
イ
ン
ド
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
の
方
が
、
語
形
変
化
を
大

部
分
失
っ
た
現
代
英
語
よ
り
難
し
い
と
言
っ
て
も
、
誰
も
異
を

唱
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
第
二
の
側
面
は
、
学
習
老
の
置
か
れ
た
境

遇
、
す
な
わ
ち
母
語
が
何
語
か
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
大
き
く

左
右
さ
れ
る
。
母
語
と
習
得
す
べ
き
言
語
の
隔
り
が
問
題
と
な

る
の
で
、
単
純
に
何
語
が
易
し
く
て
何
語
が
難
し
い
と
は
言
え

な
い
わ
け
だ
。

557



］橋論叢　第109巻　第4号　平成5年（1993年）4月号　（126〕

　
こ
の
言
語
間
の
隔
り
と
い
う
観
点
か
ら
す
る
と
、
我
々
日
本

語
を
母
語
と
す
る
人
間
は
非
常
に
分
が
悪
い
と
言
わ
ざ
る
を
得

な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
日
本
語
と
系
統
を
同
じ
く
す
る
言
語
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
〕

お
そ
ら
く
琉
球
語
以
外
に
存
在
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
類
型
論

的
に
見
る
と
、
朝
鮮
語
や
モ
ン
ゴ
ル
語
が
、
い
わ
ゆ
る
膠
着
型

（
分
離
可
能
な
形
態
素
－
日
本
語
の
格
助
詞
の
よ
う
な
も
の

－
の
付
加
に
よ
り
文
法
関
係
を
表
玄
言
語
類
型
）
で
あ
り
、

か
つ
0
V
型
（
目
的
語
を
動
詞
の
前
に
置
く
型
）
で
あ
る
点
で
、

日
本
語
に
近
い
と
言
え
る
が
、
そ
れ
以
外
の
点
で
は
ほ
と
ん
ど

共
通
項
は
無
い
（
朝
鮮
語
に
お
け
る
漢
語
系
借
用
語
彙
を
除

く
）
。
言
語
接
触
に
よ
る
親
近
性
に
目
を
向
け
る
と
、
日
本
語

は
漢
字
と
い
う
文
字
体
系
の
移
入
を
通
し
て
中
国
語
に
若
干
歩

み
寄
っ
て
い
る
。
漢
字
を
知
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
自
体
は
、

中
国
語
を
学
ぶ
場
合
少
な
か
ら
ぬ
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
と
言
え
る
。

し
か
し
、
漢
字
の
音
韻
が
中
日
両
語
で
犬
き
く
隔
っ
て
し
ま
っ

て
い
る
点
、
ま
た
日
本
語
に
は
声
調
が
欠
け
て
い
る
点
を
忘
れ

て
、
甘
く
考
え
る
と
、
痛
い
目
に
遭
う
こ
と
に
な
る
（
何
を
隠

そ
う
筆
老
自
身
も
坐
折
し
た
）
。

　
日
本
語
を
母
語
と
す
る
人
間
が
置
か
れ
た
こ
の
状
況
は
、
た

と
え
て
み
れ
ば
小
さ
な
相
撲
部
屋
の
力
士
の
よ
う
な
も
の
で
、

あ
ら
ゆ
る
対
戦
相
手
（
言
語
）
と
正
面
切
っ
て
取
り
組
ま
ね
ぱ

な
ら
な
い
。
同
じ
よ
う
な
境
遇
の
言
語
と
し
て
は
、
我
々
に
馴

染
み
の
あ
る
と
こ
ろ
で
は
、
朝
鮮
語
、
ア
イ
ヌ
語
、
バ
ス
ク
語

筆
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
こ
れ
に
引
き
か
え
、
現
在
ヨ
i
ロ
ヅ
バ
で
話
さ
れ
て
い
る
諸

言
語
は
、
そ
の
大
半
が
印
欧
（
イ
ン
ド
・
ヨ
ー
ロ
ヅ
バ
）
語
族

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
3
〕

ま
o
o
昌
8
忌
尉
o
ぼ
ω
肩
曽
－
｛
曽
一
旨
①
と
呼
ぱ
れ
る
ひ
と
つ
の

大
部
屋
な
い
し
は
大
家
族
に
属
す
同
系
の
言
語
で
あ
る
。
例
外

は
ウ
ラ
ル
語
族
の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
語
、
エ
ス
ト
ニ
ア
語
、
サ
ー

、
ミ
語
（
ラ
ッ
プ
語
）
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
語
等
、
チ
ュ
ル
ク
語
族
の
ト

ル
コ
語
、
ガ
ガ
ウ
ズ
語
等
、
ア
フ
ロ
・
ア
ジ
ア
語
族
の
マ
ル
タ

語
、
そ
し
て
上
述
の
孤
立
し
た
バ
ス
ク
語
で
あ
る
が
、
二
れ
ら

の
言
語
の
話
者
の
総
数
は
、
ヨ
ー
ロ
ヅ
バ
の
全
人
口
の
数
バ
ー

セ
ン
ト
し
か
占
め
な
い
。
残
り
の
九
十
数
バ
ー
セ
ン
ト
は
印
欧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

語
族
の
言
語
を
話
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
大
部
分
の
ヨ
ー
回
ヅ

バ
人
は
、
外
国
語
学
習
に
際
し
て
大
き
な
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
〕

持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
時
と
し
て
数
言
語
を
流
暢

に
喋
る
人
間
が
い
る
の
も
不
思
議
で
は
な
い
。
し
ょ
せ
ん
親
類
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縁
者
の
言
葉
な
の
だ
。

　
し
か
し
、
我
々
も
こ
の
ハ
ン
デ
ィ
ー
に
意
気
消
沈
す
る
に
は

及
ぱ
な
い
。
印
欧
語
族
の
諸
言
語
の
う
ち
の
ひ
と
つ
を
ま
ず
あ

る
程
度
ま
で
習
得
す
れ
ば
、
そ
の
知
識
を
次
の
言
語
の
学
習
に

か
な
り
応
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
応
用
の

実
際
は
、
授
業
や
自
主
学
習
に
委
ね
る
と
し
て
、
小
論
で
は
そ

も
そ
も
印
欧
語
族
と
は
何
か
、
こ
れ
に
属
す
る
諸
言
語
（
特
に

英
語
・
ド
イ
ツ
語
）
は
互
い
に
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
か

と
い
う
こ
と
を
、
で
き
る
だ
け
平
易
に
解
説
し
、
勉
学
の
参
考

に
供
し
た
い
。

印
欧
語
族
と
は
何
か

　
さ
て
、
上
に
現
代
ヨ
ー
ロ
ヅ
バ
の
諸
言
語
は
そ
の
大
半
が
印

欧
語
族
に
属
す
と
述
べ
た
が
、
実
は
こ
の
語
族
は
、
そ
の
名
が

示
す
と
お
り
、
ヨ
ー
ロ
ヅ
バ
か
ら
小
ア
ジ
ア
を
越
え
て
イ
ラ
ン
、

イ
ン
ド
に
ま
で
断
続
的
に
広
が
る
犬
語
族
で
あ
る
（
近
代
の
植

民
地
化
に
伴
う
英
語
、
ス
ベ
イ
ン
語
等
の
全
世
界
的
規
模
に
お

け
る
普
及
は
度
外
視
す
る
）
。

　
語
族
と
は
、
互
い
に
親
縁
関
係
に
あ
り
、
共
通
の
祖
語
d
『
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

名
s
o
訂
に
湖
る
と
考
え
ら
れ
る
言
語
の
一
群
の
こ
と
で
あ
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
イ
ン
ド
に
至
る
数
多
く
の
言
語
が
、
ひ
と
つ

の
祖
語
か
ら
発
し
て
い
る
と
は
、
ち
ょ
っ
と
想
像
し
づ
ら
い
が
、

こ
れ
ら
の
言
語
の
音
韻
・
形
態
・
語
彙
等
を
調
べ
る
と
、
借
用

や
偶
然
の
一
致
に
は
帰
す
こ
と
が
不
可
能
な
規
則
的
対
応
が
見

出
さ
れ
る
。

　
図
表
1
に
は
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
語
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
？
）

ラ
テ
ン
語
、
英
語
お
よ
ぴ
ド
イ
ツ
語
の
基
礎
語
彙
の
一
部
が
挙

げ
て
あ
る
。
中
に
は
「
四
」
を
表
す
S
～
州
S
戸
試
ω
轟
冨
9

ε
斗
巨
實
二
〇
膏
一
三
雪
の
よ
う
に
一
見
か
な
り
相
違
す
る
も

の
も
あ
る
が
、
大
体
互
い
に
似
て
い
る
と
い
う
印
象
が
得
ら
れ

る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
よ
り
丁
寧
に
観
察
す
る
と
、

単
な
る
相
似
に
と
ど
ま
ら
ず
、
い
く
つ
か
の
音
の
対
応
が
浮
か

．
び
上
が
っ
て
く
る
。
た
と
え
ぱ
、
「
父
」
「
足
」
「
五
」
に
お
い
て

は
、
サ
ン
ス
ク
リ
ヅ
ト
語
の
P
が
、
英
語
と
ド
イ
ツ
語
で
は
f

と
し
て
現
れ
て
い
る
。
ま
た
、
「
歯
」
「
二
」
「
十
」
に
お
い
て

は
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
の
d
が
、
英
語
で
は
t
、
ド
イ
ツ
語

　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

で
は
Z
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
言
語
が
親
縁
関
係
に
あ
る
こ
と
は
、
す
で
に
十
八
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図表1印欧諸語の基礎語彙の対応例
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Sohn 

Tochter 
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FuB 

Zahn 

zwei 

drei 

vier 

funf 

zehn 

du 

世
紀
末
に
イ
ギ
リ
ス
の
東
洋
学
者
ジ
ョ
ー
ン
ズ
（
ミ
…
印
昌

旨
鳥
ω
L
ミ
①
－
ミ
震
）
が
示
唆
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
対
す
る

学
問
的
探
究
が
始
ま
る
の
は
、
十
九
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
で
あ

る
。
ま
ず
、
一
八
二
〇
年
前
後
に
、
デ
ン
マ
ー
ク
人
ラ
ス
ク

（
勾
富
昌
易
宛
易
戸
H
富
べ
－
H
O
O
ω
N
）
と
ド
イ
ツ
人
グ
リ
ム
（
旨
8
げ

○
ユ
昌
員
ミ
O
。
甲
H
O
。
竃
）
が
音
韻
・
形
態
の
対
応
規
則
を
確
立

し
た
。
そ
の
後
し
ば
ら
く
し
て
、
一
八
六
〇
年
代
に
ド
イ
ツ
人

シ
ュ
ラ
イ
ヒ
ャ
ー
（
＞
冒
管
g
ω
o
巨
9
o
－
胃
一
H
o
o
ミ
ー
H
o
o
①
o
o
）
が
、

こ
の
対
応
規
則
を
印
欧
諸
語
相
互
間
の
関
係
と
し
て
で
は
な
く
、

「
印
欧
祖
語
」
を
出
発
点
と
す
る
発
展
と
し
て
把
え
な
お
し
、
よ

り
合
理
的
な
説
明
を
試
み
て
い
る
。
時
あ
た
か
も
ダ
ー
ウ
ィ
ン

の
進
化
論
が
一
世
を
風
廃
し
て
い
た
頃
で
、
彼
は
印
欧
語
族
を

一
本
の
系
統
樹
と
し
て
描
い
て
い
る
（
図
表
2
参
照
）
。
こ
の

モ
デ
ル
は
そ
の
後
論
破
さ
れ
る
運
命
に
あ
る
が
、
祖
語
の
再
建

丙
具
8
g
昌
ζ
一
昌
は
、
今
日
な
お
比
較
言
語
学
の
中
心
課
題

で
あ
り
続
け
て
い
る
。

　
印
欧
語
の
研
究
史
に
関
し
て
は
、
一
八
七
〇
年
代
以
降
の

「
青
年
文
法
学
派
」
に
よ
る
音
韻
論
の
精
密
化
、
二
十
世
紀
に
入

っ
て
か
ら
の
ト
カ
ラ
語
や
ヒ
ッ
タ
イ
ト
語
の
発
見
等
、
述
べ
る
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図表2　シュライヒャーの系統樹
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ア
ア
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柵

　
欧

　
印

インド語

｛風閥喜代三，『言語学の誕生』、岩波新書1978年．132頁による〕

べ
き
こ
と
は
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
る
が
、
紙
幅
の
都
合
上
他
の
文

　
　
　
＾
9
〕

献
に
ゆ
ず
る
。

　
今
日
で
は
、
印
欧
語
族
は
互
い
に
系
統
的
・
接
縁
的
に
関
連

し
合
う
次
の
諸
語
派
（
語
族
の
下
位
グ
ル
ー
プ
）
か
ら
成
る
と

考
え
ら
れ
て
い
る
（
†
は
古
語
、
太
字
は
現
在
ヨ
ー
ロ
ッ
バ
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛
1
0
）

使
わ
れ
て
い
る
言
語
を
表
す
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
’
1

　
a
　
イ
ン
ド
語
派
～
サ
ン
ス
ク
リ
ヅ
ト
語
、
ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
、

ウ
ル
ド
ゥ
ー
語
、
ベ
ン
ガ
ル
語
、
ア
ヅ
サ
ム
語
、
ビ
ハ
ー
リ
ー

証
o
回
、
　
マ
ラ
ー
テ
ィ
ー
証
呪
　
シ
ン
ハ
ラ
董
胴
、
　
ロ
マ
ー
一
一
－
闘
咀
（
ジ

プ
シ
ー
語
）
な
ど
。

　
　
　
　
　
　
　
　
†

　
b
　
イ
ラ
ン
語
派
～
ア
ヴ
ェ
ス
タ
語
、
ベ
ル
シ
ャ
語
、
バ
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
u
）

ユ
ト
ー
語
、
バ
ル
ー
チ
ー
語
、
ク
ル
ド
語
な
ど
。

　
C
　
ギ
リ
シ
ャ
語
派
～
ギ
リ
シ
ヤ
語
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
l
　
　
　
　
　
　
　
　
　
f
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
f
l

　
d
　
イ
タ
リ
ヅ
ク
語
派
～
オ
ス
ク
揺
、
ウ
ン
ブ
リ
ア
語
、
ラ

テ
ン
語
、
（
以
下
ロ
マ
ン
ス
諸
語
）
ル
ー
マ
一
一
ア
語
、
モ
ル
ダ
ヴ

ィ
ア
語
、
イ
タ
リ
ア
語
、
サ
ル
デ
ー
ニ
ャ
語
、
レ
ト
・
ロ
マ
ン

（
諸
）
語
、
フ
ラ
ン
ス
寵
、
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
語
、
カ
タ
ル
ー
一
一
ヤ

語
、
ス
ベ
イ
ン
語
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
、
ガ
リ
シ
ア
語
、
ラ
デ
ィ

ノ
語
（
ジ
ュ
デ
ズ
モ
）
な
ど
。

　
e
　
ケ
ル
ト
語
派
～
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
語
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン

ド
．
ゲ
ー
ル
語
、
マ
ン
島
語
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
語
、
プ
ル
ト
ン
語

な
ど
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
寸

　
f
　
ゲ
ル
マ
ン
語
派
～
ゴ
ー
ト
語
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
語
、
フ

ェ
ロ
ー
語
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
語
、
デ
ン
マ
ー
ク
語
、
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
語
、
英
語
、
フ
リ
ジ
ア
語
、
オ
ラ
ン
ダ
語
、
ア
フ
リ
カ
ー
ン

ス
語
、
ド
イ
ツ
語
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
語
、
イ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
語

な
ど
。
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†

　
g
　
ス
ラ
ヴ
語
派
～
古
教
会
ス
ラ
ヴ
語
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
語
、

マ
ケ
ド
ニ
ア
語
、
セ
ル
ボ
・
ク
ロ
ア
チ
ア
語
、
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア

　
　
　
　
　
　
＾
〃
〕

語
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
、
上
部
ソ
ル
プ
語
、
下
部
ソ
ル
プ
語
、
チ

ェ
コ
語
、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
語
、
ロ
シ
ア
語
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
、

白
ロ
シ
ア
語
な
ど
。

　
　
　
　
　
　
　
　
†

　
h
　
バ
ル
ト
語
派
～
古
プ
ロ
シ
ア
語
、
リ
ト
ア
一
一
ア
語
、
ラ

ト
ヴ
ィ
ア
語
。

1kj
ア
ル
メ
ニ
ア
語
派
～
ア
ル
メ
ニ
ア
語
。

ア
ル
バ
ニ
ア
語
派
～
ア
ル
パ
一
一
ア
語
。

　
　
　
　
　
†

ト
カ
ラ
語
派
～
ト
カ
ラ
語
。

　
　
　
　
　
　
　
寸

ア
ナ
ト
リ
ア
語
派
～
ヒ
ヅ
タ
イ
ト
語
な
ど
。

一
一
印
欧
祖
語
は
ど
の
よ
う
杢
言
語
か

　
こ
の
よ
う
に
数
多
く
の
言
語
に
発
展
し
て
行
っ
た
印
欧
祖
語

と
は
ど
の
よ
う
杢
言
語
で
あ
っ
た
の
か
。
－
こ
の
問
い
に
答

え
る
前
に
、
ま
ず
確
認
し
て
お
か
ね
ぱ
な
ら
な
い
の
は
、
比
較

言
語
学
の
歴
史
を
通
じ
て
、
祖
語
に
対
す
る
見
方
も
変
わ
っ
て

き
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
シ
ュ
ラ
イ
ヒ
ャ
ー
に
と
っ
て

は
、
彼
の
再
建
し
た
印
欧
祖
語
は
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
語
や
サ
ン

ス
ク
リ
ヅ
ト
語
と
同
じ
よ
う
に
、
か
つ
て
実
在
し
た
；
冒
語
で

あ
っ
た
。
彼
は
祖
語
に
よ
っ
て
寓
話
を
書
く
と
い
う
芸
当
さ
え

　
　
　
＾
H
）

見
せ
て
い
る
。
今
日
で
は
、
印
欧
祖
語
－
少
な
く
と
も
再
建

さ
れ
た
形
で
の
印
欧
祖
語
ー
は
、
あ
く
ま
で
も
印
欧
諸
語
の

対
応
比
較
に
基
い
て
設
定
さ
れ
た
仮
構
で
あ
る
と
見
な
さ
れ
て

い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

．
こ
の
前
提
を
踏
ま
え
て
、
印
欧
祖
語
が
備
え
て
い
た
と
想
定

さ
れ
る
い
く
つ
か
の
特
徴
を
、
後
の
印
欧
諸
語
と
も
対
比
し
な

が
ら
見
て
ゆ
き
た
い
。
こ
こ
で
は
、
音
韻
・
シ
ン
タ
ク
ス
等
は

省
略
し
、
形
態
に
つ
い
て
の
み
論
じ
る
こ
と
を
お
許
し
い
た
だ

　
（
M
）

き
た
い
。

　
印
欧
祖
語
は
き
わ
め
て
複
雑
な
語
形
変
化
を
持
つ
屈
折
型

（
分
離
不
可
能
で
多
機
能
的
な
形
態
素
－
平
た
く
言
え
ぱ
変

化
語
尾
な
ど
－
に
よ
っ
て
文
法
関
係
を
表
す
言
語
類
型
）
の

言
語
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
〕

　
ま
ず
名
詞
類
（
名
詞
・
形
容
詞
・
代
名
詞
・
数
詞
）
を
見
て

み
る
と
、
こ
れ
は
性
・
数
・
格
に
従
っ
て
語
形
変
化
（
曲
用
）

し
た
。

　
性
に
は
男
性
・
女
性
・
中
性
の
三
つ
が
存
在
し
た
と
さ
れ
て
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（
1
6
）い

る
。
今
日
で
も
、
ド
イ
ツ
語
や
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
語
、
ス
ラ
ヴ

語
派
の
蕾
言
語
、
ギ
リ
シ
ャ
語
な
ど
は
こ
の
三
性
を
保
持
し
て

い
る
。
し
か
し
、
ロ
マ
ン
ス
諸
語
（
ル
ー
マ
ニ
ア
語
を
除
く
）

の
よ
う
に
男
性
．
女
性
の
二
性
（
男
性
が
中
性
を
吸
収
）
に
減

少
し
て
い
る
も
の
も
多
く
、
中
に
は
デ
ン
マ
ー
ク
語
や
オ
ラ
ン

ダ
語
の
よ
う
に
共
性
・
中
性
の
二
性
（
男
性
と
女
性
が
共
性
に

合
流
）
と
な
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
そ
し
て
、
最
も
単
純
化

し
た
の
が
英
語
、
ア
フ
リ
カ
ー
ン
ス
語
な
ど
で
、
こ
れ
ら
は
性

　
　
　
　
　
　
　
＾
〃
）

の
区
別
を
失
っ
て
い
る
（
図
表
3
参
照
）
。

　
こ
れ
ら
の
性
は
文
法
（
的
）
性
で
あ
り
、
自
然
性
と
は
関
連

す
る
も
の
の
、
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
。
こ
の
一
見
不
可
思
議

な
範
騎
は
、
印
欧
語
族
以
外
に
ア
フ
ロ
・
ア
ジ
ア
語
族
や
コ
イ

サ
ン
語
族
の
一
部
な
ど
に
も
見
ら
れ
る
が
、
日
本
語
は
も
と
よ

り
、
ウ
ラ
ル
語
族
、
ア
ル
タ
イ
諸
語
を
は
じ
め
大
半
の
言
語
に

は
存
在
し
な
い
。
し
か
し
、
性
と
い
う
類
別
に
似
た
現
象
は
広

範
囲
に
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、
性
別
の
他
に
、

生
物
対
無
生
物
、
人
間
対
非
人
間
、
物
の
犬
小
・
形
状
と
い
っ

た
意
味
的
類
別
が
、
文
法
的
形
態
に
顕
在
化
す
る
現
象
で
、
こ

れ
は
名
詞
ク
ラ
ス
2
o
邑
畠
寿
5
窃
①
と
呼
ぱ
れ
る
。
ど
の
よ

う
な
意
味
区
分
が
名
詞
ク
ラ
ス
を
確
立
す
る
か
は
、
言
語
ご
と

に
様
々
で
あ
る
。
ク
ラ
ス
の
数
も
区
々
で
、
バ
ン
ト
ゥ
ー
諸
語

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
些

の
中
に
は
二
十
数
種
近
く
を
数
え
る
も
の
も
あ
る
と
言
う
。
文

法
化
の
度
合
は
低
い
が
、
日
本
語
の
類
別
詞
ら
易
ω
昌
ぎ
ε
『

（
「
一
人
」
「
一
匹
」
「
一
本
」
等
）
も
、
名
詞
ク
ラ
ス
の
表
示
と

見
な
す
こ
と
は
不
可
能
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
に
考
え
て
く
る

と
、
印
欧
語
の
文
法
性
が
決
し
て
特
異
な
現
象
で
な
い
こ
と
が

分
か
る
で
あ
ろ
う
。

　
印
欧
祖
語
の
名
詞
類
の
「
数
」
は
、
性
と
同
じ
く
三
種
で
、

単
数
．
双
数
・
複
数
が
存
在
し
た
と
さ
れ
る
。
双
数
∪
§
豪

と
は
文
字
ど
お
り
二
つ
の
物
を
指
す
数
で
あ
る
が
、
印
欧
語
で

は
一
般
に
二
つ
で
一
組
の
物
、
た
と
え
ぱ
両
眼
、
両
親
等
に
適

　
　
　
　
　
　
　
＾
1
9
）

用
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
、
双
数
を
保
持
し
て
い
る
の

は
、
主
に
サ
ン
ク
ス
リ
ッ
ト
語
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
語
な
ど
古
語

の
一
部
だ
け
で
、
ほ
と
ん
ど
の
現
代
語
は
単
・
複
数
の
二
種
し

か
区
別
し
な
い
。
例
外
は
わ
ず
か
に
リ
ト
ア
ニ
ア
語
と
ス
ロ
ヴ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

エ
ニ
ア
語
、
ソ
ル
ブ
語
に
見
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。
し
か
し
、

性
の
場
合
の
よ
う
に
、
数
の
区
別
を
一
切
失
っ
て
し
ま
っ
た
言

語
は
、
印
欧
語
族
に
は
存
在
し
な
い
（
図
表
3
参
照
）
。
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な　あ仕が　自

いる方文然文
言　。は法界法
語そ　’的の性
も　も　名形数が
珍そ詞態そ必し　も　ク　にのず
く　’ラ　顕　も　し
な　日　ス　在　の　も

い本の化で自
。語場　しは然
単の合たな性
・　よ　と　も　い　と

複　う同の　。一
数に様で数致
の数　’あに　し
区の言る対な
別文語。すい
を法ごそ　る　よ
す範　と　の類　う

る曉に顕別に
も　を区在の　’
の知々化意数
に　ら　での識　も

あ語をアには
るが持語はチ
が双つ）印ユ
’数言な欧ル
こ　と　語　ど語　ク

れいもが族語
に　う見あの族
よ　古　ら　る他な
っ式れ　。に　ど
てゆる中ア　’
数かとにフ単
範し言（は口・
騎いう2’・双
を数　。三ア　・
持を印数ジ複
た失欧　・ア数
な　つ語四語の
いた族数族区
我こ　の　と（別
々　と　犬い特　を

のは部つにす
母残分た　ア　る
語念の区　ラ　も
に　で言分　ビ　の

図表3 印欧諸語の名詞の性・数・格

言　語　名 性 数 格

サンスクリット語† 男女中 単双複 8
ヒンデイー語 男女 単複 2

アヴェスタ語† 男女中 単双複 8
ベルシヤ語 ■ 単複 一

古代ギリシャ謝 男女中 単双数 5
現代ギリシャ騎 男女中 単複 4

ラテン語寸 男女中 単複 6
ロマンス諸語（ルーマニア語以外） 男女 単複 ■

ルーマニア語 男女中 単複 5

古アイルランド語f 男女中 単双複 5
現代アイルランド語 男女 単複 2

ゴート語↑ 男女中 単複 5
アイスランド竈 男女中 単複 4
デンマーク雷 共中 単複 2
英雷 一 単複 2
オランダ語 共中 単複 2
アフリカーンス語 一 単複 一

ドイツ語 男女中 単複 4

古教会スラヴ語† 男女中 単双複 7
ブルガリア雷 男女中 単複 一

スロヴェ＝ア雷 男女中 単双複 7
ロシア語 男女中 単複 6

古プロシア語† 男女中 単複 4
リトアニア言吝 男女 単双複 7

アルメニア語 一 単複 7

アルパニア語 男女 単複 5

トカラ語f 男女中 単双複 4

ヒソタイ．ト語† 共中 単複 8

（†は古語，太字は現代目一ロソバの言語）
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一
歩
近
づ
い
た
と
も
言
え
る
。

　
印
欧
祖
語
の
格
は
性
や
数
よ
り
も
多
様
で
、
主
格
・
呼
格
・

対
格
・
属
格
・
与
格
・
奪
格
・
所
格
・
具
格
の
八
つ
が
存
在
し

　
　
　
　
＾
η
）

た
と
言
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
を
す
べ
て
兼
ね
備
え
て
い
る
の
は
最

古
期
の
言
語
に
属
す
サ
ン
ス
ク
リ
ヅ
ト
語
と
ア
ヴ
ェ
ス
タ
語
の

　
　
＾
2
3
）

み
で
あ
る
。
一
般
に
は
、
い
く
つ
か
の
格
の
融
合
ω
着
ζ
①
募
・

旨
易
に
よ
っ
て
、
格
の
種
類
の
減
少
を
来
た
し
て
い
る
。
そ
れ

で
も
、
ス
ラ
ヴ
語
派
の
大
部
分
や
バ
ル
ト
語
派
は
現
在
な
お
六

な
い
し
七
格
を
有
す
が
、
ロ
マ
ン
ス
諸
語
（
ル
ー
マ
ニ
ア
語
以

外
）
は
名
詞
の
格
の
範
醸
を
全
く
失
っ
て
い
る
。
ま
た
、
同
じ

ゲ
ル
マ
ン
語
派
で
も
、
ド
イ
ツ
語
の
よ
う
に
四
つ
の
格
を
持
つ

も
の
も
あ
れ
ぱ
、
英
語
の
よ
う
に
か
ろ
う
じ
て
二
つ
の
格
を
持

つ
（
し
か
も
属
格
の
使
用
は
限
ら
れ
る
）
も
の
、
ア
フ
リ
カ
ー

ン
ス
語
の
よ
う
に
全
く
持
た
な
い
も
の
も
あ
る
。
「
保
守
的
」

な
ス
ラ
ヴ
語
に
お
い
て
さ
え
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
語
と
マ
ケ
ド
ニ
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
刎
）

語
は
も
は
や
名
詞
の
格
を
区
別
し
な
い
（
図
表
3
参
照
）
。

　
格
と
は
名
詞
類
の
文
中
に
お
け
る
働
き
（
シ
ン
タ
ク
ス
関

係
）
を
示
す
文
法
範
騎
で
あ
る
。
印
欧
祖
語
の
八
格
が
必
要
十

分
な
数
字
で
な
い
こ
と
は
、
格
の
種
類
を
削
減
し
た
印
欧
諸
語

の
シ
ン
タ
ク
ス
に
何
ら
障
碍
が
生
じ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
も
分

か
る
。
こ
れ
ら
の
言
語
に
お
い
て
は
、
格
体
系
が
負
っ
て
い
た

機
能
の
一
部
が
前
置
詞
や
語
順
に
転
嫁
さ
れ
た
に
す
ぎ
な
い
。

一
方
、
印
欧
語
族
か
ら
外
に
目
を
転
ず
る
と
、
コ
ー
カ
サ
ス
の

タ
バ
サ
ラ
ン
語
や
ラ
ッ
ク
語
の
よ
う
に
、
何
と
五
十
近
く
の
格

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
5
）

を
駆
使
す
る
も
の
も
あ
る
と
言
う
。
比
較
的
馴
染
み
の
あ
る
と

こ
ろ
で
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
語
が
十
五
格
を
区
別
す
る
が
、
こ

れ
ら
の
格
の
大
半
は
空
間
関
係
を
表
す
も
の
で
、
印
欧
諸
語
な

ら
ぱ
前
置
詞
に
頼
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
言
語
を
見
る

と
、
印
欧
祖
語
の
八
格
は
決
し
て
多
す
ぎ
る
と
は
言
え
な
い
。

し
か
し
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
語
の
格
語
尾
な
ど
は
、
あ
ら
ゆ
る
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
㏄
）

詞
に
対
し
て
一
通
り
の
形
態
の
も
の
し
か
用
い
ら
れ
な
い
。
い

わ
ぱ
、
格
助
詞
が
十
五
個
あ
る
よ
う
な
も
の
で
、
大
し
て
込
み

い
っ
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
に
引
き
か
え
、
印
欧
祖
語
の
場
合
、
名
詞
類
の
語
形
変

化
は
複
雑
を
き
わ
め
る
。
そ
れ
は
単
に
、
八
つ
の
格
の
他
に
、

三
つ
の
性
、
三
つ
の
数
が
あ
る
と
い
う
理
由
か
ら
で
は
な
い
。

事
を
複
雑
に
し
て
い
る
の
は
、
こ
れ
ら
三
つ
の
範
曉
が
揮
然
一

体
と
な
っ
て
語
形
変
化
を
形
造
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
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図表4 印欧祖語．ekwosの変化

単 数 複 数

主格 ．ekw・o・s ．ekw・o・es〉．ekwOs

呼格 ．ekw－e ㌻kw－o・es〉．ekw6s

対格 ．ekw・o・m ．ekw・o・ns

属格 ．ekw・o・syo
　　　　　　　＾．ekw－o・om〉ekwOm

与格 ‘ekw・o－ey〉．ekw6y ．ekw・o・ibh（y）os

奪格 　　　　　　　＾．ekw－o－od〉．ekw6d ．ekw・o－ibh（y）os

所格 ’ekw・o・y ．ekw・o・isu／・isi

具格 拙w・o・o／e〉．ekwδ／6 ．ekw・o・oys〉．ekw6ys

（ロックウッド，永野芳郎訳『比較言語学入門』，大修館

1976年，124頁以下による）

　
実
例
を
も
と
に
話
を
し
た
方
が
分
か
り
や
す
い
で
あ
ろ
う
。

図
表
4
は
男
性
名
詞
（
o
語
幹
）
。
呉
婁
◎
ω
「
馬
」
（
V
ラ
テ
ン
語

8
…
ω
）
の
単
・
複
数
格
変
化
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
（
＊
は

再
建
形
の
印
）
。
こ
れ
だ
け
で
も
相
当
な
も
の
だ
が
、
実
際
に

は
さ
ら
に
双
数
が
加
わ
る
。
そ
の
上
、
こ
れ
と
は
別
の
仕
方
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
語
幹
（
H
変
化
系
列
）
の
男
・
女
・
中
性
名
詞
が
、

そ
れ
ぞ
れ
単
・
双
・
複
数
に
お
い
て
格
変
化
を
す
る
わ
け
で
あ

る
。
し
か
し
、
問
題
は
変
化
表
の
量
で
は
な
く
て
質
で
あ
る
。

た
と
え
ぱ
、
．
県
考
・
o
－
o
§
の
語
尾
・
◎
冒
は
、
こ
の
語
形
が
男

性
で
あ
り
複
数
で
あ
り
属
格
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
同
時
に
表

し
て
い
る
。
こ
の
語
尾
を
性
・
数
・
格
の
表
示
機
能
に
従
っ
て

こ
れ
以
上
分
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
同
様
の
現
象
は
、
サ

ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
や
古
代
ギ
リ
シ
ャ
語
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

現
代
ド
イ
ツ
語
で
も
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
定
冠
詞
宗
『

は
男
性
・
単
数
・
主
格
の
形
で
あ
る
が
、
ど
の
部
分
が
性
を
表

し
、
ど
の
部
分
が
数
ま
た
格
を
表
す
か
は
全
く
不
分
明
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
屈
折
型
言
語
は
、
形
態
と
文
法
機
能
が
一
対
一
で

対
応
す
る
膠
着
型
言
語
（
た
と
え
ぱ
、
ト
ル
コ
語
で
は
2
－
實
－

弐
ま
「
私
の
家
．
々
の
」
を
、
雲
「
家
」
、
－
胃
「
複
数
」
、
芽
「
私

の
」
、
ぎ
「
属
格
」
の
ご
と
く
分
解
で
き
る
）
に
比
べ
て
、
不
合

　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

理
な
面
を
持
っ
て
い
る
。

　
以
上
、
名
詞
類
の
話
だ
け
で
相
当
紙
数
を
費
し
て
し
ま
っ
た
。

動
詞
に
関
し
て
は
、
こ
く
簡
単
に
触
れ
る
に
と
ど
め
よ
う
。
印
欧

祖
語
の
動
詞
は
、
二
つ
の
態
（
能
動
・
中
間
受
動
）
、
四
つ
の
法
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（
直
説
法
・
接
続
法
・
希
求
法
・
命
令
法
）
、
三
つ
の
時
称
（
現

在
・
ア
オ
リ
ス
ト
・
完
了
）
、
三
つ
の
人
称
（
一
～
三
人
称
）
、

三
つ
の
数
（
単
数
・
双
数
・
複
数
）
に
従
っ
て
語
形
変
化
（
活

　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

用
）
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
ひ
と
つ
の
語
形
が
五
つ

の
機
能
を
一
遍
に
担
っ
て
い
た
わ
け
で
、
名
詞
類
以
上
に
「
屈

折
的
」
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
多
機
能
性
は
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ

ト
語
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
語
、
ラ
テ
ン
語
な
ど
で
は
健
在
で
、
時

称
に
関
し
て
は
拡
充
さ
れ
て
す
ら
い
る
。
し
か
し
、
現
代
語
で

は
一
般
に
動
詞
語
形
変
化
は
多
少
な
り
と
も
摩
耗
し
、
特
に
法

や
態
は
助
動
詞
等
に
よ
っ
て
表
示
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
。

　
二
の
章
の
は
じ
め
に
、
印
欧
祖
語
が
複
雑
な
語
形
変
化
を
持

つ
屈
折
型
の
言
語
で
あ
る
と
言
っ
た
意
味
が
、
こ
れ
で
明
ら
か

に
な
っ
た
と
思
う
。
こ
の
よ
う
に
想
定
さ
れ
た
印
欧
祖
語
が
、

実
際
に
存
在
し
た
と
し
て
、
果
し
て
い
つ
頃
ど
こ
で
話
さ
れ
て

い
た
か
に
関
し
て
は
、
諸
説
の
一
致
を
見
な
い
。
黒
海
北
岸
の

地
域
を
い
わ
ゆ
る
源
郷
o
｝
9
昌
算
と
し
、
年
代
を
紀
元
前
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

千
年
紀
以
前
と
す
る
こ
と
が
多
い
よ
う
だ
が
、
確
証
は
な
い
。

一
一
一
印
欧
語
と
し
て
の
英
語
と
ド
イ
ツ
語

　
こ
の
印
欧
祖
語
か
ら
今
日
の
英
語
や
ド
イ
ツ
語
に
至
る
は
る

か
な
道
の
り
を
詳
し
く
再
現
す
る
こ
と
は
小
論
の
範
囲
で
は
不

可
能
で
あ
る
。
概
略
だ
け
を
述
べ
る
と
、
紀
元
前
二
千
年
紀
に
、

印
欧
語
系
の
言
語
を
話
す
人
々
が
エ
ル
ベ
川
下
流
域
か
ら
ス
カ

ン
ジ
ナ
ビ
ア
半
島
南
部
に
か
け
て
の
地
域
に
移
動
し
て
き
て
、

非
印
欧
語
系
の
住
民
と
融
合
し
、
ゲ
ル
マ
ン
民
族
が
成
立
し
た
。

そ
の
言
語
は
印
欧
語
系
で
あ
る
が
、
消
減
し
た
非
印
欧
語
系
の

言
語
（
基
層
ω
き
ω
旨
斗
）
か
ら
受
け
継
い
だ
と
思
わ
れ
る
諸
特

徴
を
含
ん
で
い
る
。
こ
れ
が
ゲ
ル
マ
ン
祖
語
で
あ
り
、
今
日
の

英
語
や
ド
イ
ツ
語
の
祖
先
と
言
う
こ
と
に
な
る
。
ゲ
ル
マ
ン
人

は
、
紀
元
前
千
年
頃
に
は
ヴ
ェ
ー
ザ
ー
川
と
オ
ー
ダ
ー
川
の
下

流
域
に
進
出
し
、
前
七
五
〇
年
ま
で
に
ヴ
ァ
イ
ク
セ
ル
（
ヴ
ィ

ス
ワ
）
河
口
域
、
前
五
〇
〇
年
頃
に
は
ラ
イ
ン
河
口
域
か
ら
ド

イ
ツ
中
部
山
岳
方
面
に
達
し
た
ら
し
い
。
そ
し
て
、
紀
元
前
後

に
は
、
す
で
に
い
く
つ
も
の
部
族
に
分
か
れ
、
タ
キ
ト
ゥ
ス
の

『
ゲ
ル
マ
ー
ニ
ア
』
に
描
か
れ
て
い
る
よ
う
な
領
域
に
広
が
っ

て
い
る
。
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図表5　ゲルマン語の伝統的分類

ゲルマノ祖語 西ゲルマノ語

伽叫1111÷婁；

（高地）ドイツ語

低地ドイツ語

オランダ語

アフリカーンス語

フリジア語

英語

（†は古語；下宮忠雄他『スタンダード英語語源辞典』，大修館1989，622頁によ
る）

　
ゲ
ル
マ
ン
諸
都
族
が
ど
の
よ
う
に
分
か
れ
て
行
っ
た
か
と
い

う
問
題
は
、
同
時
に
ゲ
ル
マ
ン
諸
語
の
分
類
の
問
題
で
も
あ
る

が
、
残
念
な
が
ら
未
解
決
で
あ
る
。
伝
統
的
に
は
、
東
・
北
・

西
の
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
（
図
表
5

参
照
）
。
し
か
し
、
近
年
で
は
、
マ
ウ
ラ
ー
（
向
ユ
＆
ユ
庄

竃
與
膏
g
）
が
提
唱
し
た
、
エ
ル
ベ
・
ゲ
ル
マ
ン
語
、
ヴ
ェ
ー
ザ

ー
ニ
フ
イ
ン
・
ゲ
ル
マ
ン
語
、
北
海
ゲ
ル
マ
ン
語
、
北
ゲ
ル
マ

ン
語
、
オ
ー
ダ
ー
・
ヴ
ァ
イ
ク
セ
ル
・
ゲ
ル
マ
ン
語
（
東
ゲ
ル

マ
ン
語
）
と
い
う
五
グ
ル
ー
プ
ヘ
の
分
類
が
比
較
的
広
く
受
け

い
れ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
分
類
の
主
眼
は
、
従
来
想
定
さ
れ
て

い
た
西
ゲ
ル
マ
ン
語
と
い
う
統
一
体
、
お
よ
ぴ
そ
こ
か
ら
の
英

語
・
ド
イ
ツ
語
等
の
分
岐
を
否
定
す
る
こ
と
に
置
か
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
ド
イ
ツ
語
は
エ
ル
ベ
・
ゲ
ル
マ
ン
語
、
ヴ
ェ
ー
ザ

ー
ニ
フ
イ
ン
・
ゲ
ル
マ
ン
語
と
北
海
ゲ
ル
マ
ン
語
か
ら
、
英
語

は
北
海
ゲ
ル
マ
ン
語
か
ら
成
立
し
た
と
し
、
い
わ
ゆ
る
西
ゲ
ル

マ
ン
語
に
見
ら
れ
る
共
通
点
は
後
の
影
響
関
係
に
よ
る
も
の
と

見
な
し
て
い
る
。
北
ゲ
ル
マ
ン
語
と
束
ゲ
ル
マ
ン
語
に
関
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
3
0
）

は
、
従
来
の
分
類
と
基
本
的
に
異
な
ら
な
い
。

　
西
ゲ
ル
マ
ン
語
と
い
う
統
一
体
が
存
在
し
な
か
っ
た
に
せ
よ
、
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英
語
と
ド
イ
ツ
語
が
、
ゲ
ル
マ
ン
話
派
の
中
で
も
比
較
的
近
し

い
間
柄
に
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
こ
の
元
来
兄
弟
と
も

言
う
べ
き
二
言
語
は
、
し
か
し
な
が
ら
、
今
日
で
は
ほ
と
ん
ど

対
照
的
な
文
法
体
系
を
示
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
前
章
で
述

べ
た
名
詞
の
性
や
格
に
お
け
る
相
違
を
い
ま
一
度
想
起
さ
れ
た

い
。
ド
イ
ツ
語
が
今
な
お
印
欧
祖
語
以
来
の
屈
折
的
性
格
を
あ

る
程
度
と
ど
め
て
い
る
の
に
対
し
て
、
英
語
は
孤
立
型
（
古
典

中
国
語
の
よ
う
に
、
語
が
変
化
せ
ず
、
語
順
に
よ
り
文
法
関
係

を
示
玄
言
語
類
型
）
と
言
っ
て
も
誇
張
で
は
な
い
よ
う
な
状
況

に
至
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
相
違
は
、
両
言
語
を

と
も
に
習
得
し
よ
う
と
す
る
老
に
と
っ
て
厄
介
な
現
実
と
言
わ

ざ
る
を
得
な
い
が
、
言
語
史
的
に
見
れ
ぱ
興
味
の
尽
き
な
い
テ

図表6　第一次子音推移

ん

k印欧語
ゲノレマン語 ｛㎞f

政

曲砒㎞印欧語
ゲルマン語

α

（Bのb，d，gは元来宥声摩

擦音b，d，gであるが，後に

夫半が閉鎖音に移行した）

ー
マ
で
あ
る
。
以
下
に
、
英
語
と
ド
イ
ツ
語
の
顕
著
な
相
違
点

お
よ
び
共
通
点
を
、
ゲ
ル
マ
ン
語
、
ひ
い
て
は
印
欧
語
と
い
う

背
景
の
も
と
に
検
討
し
、
画
言
語
の
関
係
を
多
少
な
り
と
も
明

確
に
し
た
い
と
思
う
。

　
前
章
で
は
、
形
態
の
問
題
に
限
っ
て
論
じ
た
が
、
こ
こ
で
は

ま
ず
ゲ
ル
マ
ン
祖
語
の
音
韻
か
ら
見
て
ゆ
き
た
い
。
す
で
に
第

；
早
で
、
サ
ン
ス
ク
リ
ヅ
ト
語
と
英
語
の
間
に
P
～
f
あ
る
い

は
d
～
t
と
い
っ
た
対
応
関
係
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
こ

の
関
係
は
、
ゲ
ル
マ
ン
祖
語
が
印
欧
語
の
子
音
体
系
に
あ
る
種

の
編
成
替
え
を
行
な
っ
た
こ
と
に
起
因
す
る
。
こ
の
編
成
替
え

は
、
ゲ
ル
マ
ン
語
派
を
他
の
語
派
か
ら
隔
て
る
最
も
著
し
い
特

徴
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
第
一
次
子
音
推
移
①
易
訂
［
曽
尋
胃
－

8
巨
＆
冒
①
q
（
ま
た
は
発
見
老
の
名
を
冠
し
て
「
グ
リ
ム
の
法

則
」
）
と
呼
ぱ
れ
る
。
図
表
6
に
そ
れ
を
示
し
て
あ
る
が
、
A
、

無
声
閉
鎖
音
↓
無
声
摩
擦
音
、
B
、
有
声
帯
気
閉
鎖
音
（
↓
有

声
摩
擦
音
）
↓
有
声
閉
鎖
音
、
C
、
有
声
閉
鎖
音
↓
無
声
閉
鎖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
3
1
）

音
と
い
う
、
三
系
列
か
ら
な
る
整
然
と
し
た
編
成
替
え
で
あ
る
。

第
一
次
子
音
推
移
の
生
じ
た
時
期
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
大
体

紀
元
前
一
〇
〇
〇
～
五
〇
〇
年
頃
で
あ
ろ
う
と
言
わ
れ
て
い
る
。
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図表7 第二次子音推移

八

＆

（Aにおいては，当該の子音が

母音の直後の場合上段の摩擦

音に，語頭・子晋の直後・重子

音の場合下段の破擦音になる）

英
語
は
今
日
に
至
る
ま
で
、
基
本
的
に
は
こ
の
推
移
に
よ
っ
て

成
立
し
た
子
音
体
系
を
保
っ
て
い
る
（
先
に
図
表
1
で
列
挙
し

た
英
語
の
諸
々
の
語
形
も
、
こ
の
推
移
に
よ
る
も
の
と
し
て
説

明
で
き
る
）
。
他
の
多
く
の
ゲ
ル
マ
ン
諸
語
に
関
し
て
も
お
お

む
ね
同
じ
こ
と
が
言
え
る
。
た
だ
、
ド
イ
ツ
語
（
お
よ
ぴ
後
に

こ
れ
か
ら
分
離
し
た
イ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
語
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク

語
）
の
み
は
、
若
干
異
な
っ
た
様
相
を
呈
し
て
い
る
。

　
と
い
う
の
は
、
ド
イ
ツ
語
に
お
い
て
は
、
第
一
次
子
音
推
移

を
経
た
子
音
体
系
が
、
紀
元
後
五
～
八
世
紀
頃
に
か
け
て
、
さ

ら
に
も
う
一
回
の
子
音
推
移
を
経
験
し
た
か
ら
で
あ
る
。
第
一

章
で
指
摘
し
た
英
語
t
～
ド
イ
ツ
語
Z
と
い
う
対
応
も
、
そ
の

結
果
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
第
二
次
子
音
推
移

N
ミ
①
岸
①
－
讐
言
①
易
o
巨
①
巨
目
①
目
は
、
第
一
次
子
音
推
移
よ
り
は

狭
い
範
囲
の
子
音
に
限
定
さ
れ
る
が
、
図
表
7
の
二
系
列
か
ら

な
る
や
は
り
整
然
と
し
た
編
成
替
え
で
あ
る
。
二
の
現
象
は
、

高
地
ド
イ
ツ
語
子
音
推
移
と
い
う
別
名
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
分

か
る
と
お
り
、
低
地
ド
イ
ツ
語
で
は
起
き
て
い
な
い
（
高
地
お

よ
ぴ
低
地
ド
イ
ツ
語
の
境
界
は
、
非
常
に
大
ざ
っ
ぱ
に
言
っ
て

ケ
ル
ン
と
ベ
ル
リ
ン
を
結
ぷ
線
に
近
い
）
。
ま
た
、
高
地
ド
イ

ツ
語
で
も
、
二
の
推
移
が
完
全
な
形
で
実
現
し
た
の
は
、
南
部

の
ア
レ
マ
ン
方
言
と
バ
イ
エ
ル
ン
方
言
の
み
で
あ
る
。
中
部
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
h

イ
ツ
語
で
は
A
の
k
↓
c
，
B
の
b
↓
P
，
9
↓
k
の
変
化
は

　
　
　
　
　
　
　
　
k

生
じ
な
か
っ
た
（
結
局
、
中
部
ド
イ
ツ
語
の
語
形
が
今
日
の
標

準
ド
イ
ツ
語
形
と
な
っ
て
い
る
）
。
こ
の
よ
う
な
第
二
次
子
音

推
移
の
他
に
、
八
世
紀
以
降
徐
々
に
高
地
ド
イ
ツ
語
域
に
広
ま

り
、
後
に
は
低
地
ド
イ
ツ
語
・
オ
ラ
ン
ダ
語
域
に
ま
で
及
ん
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
3
2
）

｛
（
↓
d
）
↓
d
の
変
化
が
あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
一
般
的
に
は
英
語
よ
り
保
守
的
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
ド
イ
ツ
語
が
、
こ
と
子
音
体
系
に
関
し
て
は
、
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）

大
き
な
変
革
を
行
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
英
独
問
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図表8英語・ドイツ語の子音対応の実例

~f;~;*j~~7 - :l ~!~ ~J 
(~]~~="*) if /~7 :/~~ F'F' h'4 ･)~E FTI:, ~ ~~ FTrl h 4 ')~~ nF:' ({~;~~ ~4 ')~1) 

f
f
 open off en (open) 

(b ) p
 p

f
 

plant Pflanze (Plant) 

Ss water Wasser (Water) 
(d) t

 
z
 

tongue Zunge (Tung) 

(g) k
 

ch make machen (maken) 

(dh) d
 

t
 

day Tag (Dag) 

(t) th d
 

thing Ding (Ding) 

の
対
応
関
係
は
明
瞭
な
の
で
、
一
方
の
語
形
か
ら
他
方
の
語
形

を
推
測
す
る
こ
と
も
さ
ほ
ど
困
難
で
は
な
い
。
図
表
8
に
、
英

独
の
子
音
対
応
例
を
挙
げ
て
お
く
。

　
音
韻
に
関
し
て
は
こ
の
く
ら
い
に
し
て
、
こ
こ
で
形
態
の
問

題
に
入
ろ
う
。
ま
ず
、
す
で
に
ゲ
ル
マ
ン
祖
語
の
段
階
で
、
印

欧
祖
語
の
複
雑
な
形
態
体
系
が
あ
る
程
度
の
単
純
化
を
経
て
い

る
点
を
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ち
な
い
。
た
と
え
ぱ
名
詞
類
に
お

い
て
は
、
双
数
形
は
代
名
詞
に
の
み
残
っ
て
い
る
。
ま
た
、
印

欧
語
の
名
詞
の
八
格
の
う
ち
、
具
格
・
所
格
・
奪
格
は
大
体
与

格
と
融
合
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
（
た
だ
し
、
古
高
ド
イ
ツ
語

な
ど
の
一
部
の
名
詞
に
は
依
然
具
格
形
が
残
存
し
て
い
る
）
。

図
表
9
に
、
ゲ
ル
マ
ン
祖
語
の
男
性
名
詞
（
a
語
幹
1
1
印
欧
語

0
語
幹
）
。
ま
O
q
竃
「
日
」
、
お
よ
ぴ
そ
の
ゲ
ル
マ
ン
諸
語
に
お
け

る
対
応
語
の
単
・
複
数
格
変
化
を
挙
げ
た
（
呼
格
は
省
略
）
。

こ
の
ゲ
ル
マ
ン
祖
語
の
変
化
形
と
、
図
表
4
に
記
し
た
印
欧
祖

語
。
艮
冬
o
ω
の
変
化
形
と
を
比
べ
る
と
、
前
老
が
か
な
り
の
変

遷
な
い
し
弱
化
を
経
験
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
と
は
言
っ

て
も
、
印
欧
祖
語
と
の
関
連
を
読
み
取
る
こ
と
は
十
分
に
可
能

で
あ
る
。
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図表9　ゲルマン祖語‘dagazとゲルマン諸語における対応語の変化

ゲルマン 古　　語 現　代　語

祖語 古英語 古高ドイツ語 英語 ドイツ語 アイスランド語

主格 ．dagaz d寵g tag day Tag dagur

単
属格 ．dagesa d記ges tageS day’s Tag（e）s dags

与格 ‘dagai dおge tage
■

数
Tag（e） degi

対格 ．dagan d配g tag day Tag dag

具格 ㌔agO d肥ge tagu
■ ■ 一

主格 ．dag6z dagas taga days Tage dagar・

複 属格 ．dagδn dagas tagO days’ Tage daga

数 与格 tdagamiz dagum tagum ■
Tagen ddg㎜

対格 ㌔agans daga taga days Tage daga

（ゲルマン諸語の一部の語形は，左のゲルマン祖語形に湖らない；現代英語の名

詞の格は共格と属格の2つのみとなっているが，ここでは便宜上共格を主格と対

格に分けて表示した）

英上よ消革中　たそ古機さゲめ英じ語
語述り失に英こる鬼英能れルて独ての世次
にのもで言語　　子語をたマいと律名紀1ミ
おと語あ及（でとのと担こンるも儀詞以
いお尾るし十い一よ古うと語（にに類前同
てり弱。な二よ目う高にににこゲ（も）じ
は’化こい～い瞭にド足起おのル？’の図
特ゲ（のわ十よ然見イる因いよマ）ま語表
にノレ消由け五現でえツ多すてうン変だ形で
速マ失々に世代ある語様る強に祖化ドを古
やン）しは紀語っ英の性と弱着語をイ見英
か語にい行）にた語問は言ア々よしツて語
に族求事かの移　ものなわクとりて語みと
進にめ件な時ろ　　’類おれセ語もいとよ古
行共らがい代う　当似保るン尾さた同う高
し通れ発。にと　時も持）ト弱ら。様Oド
たのる生つ完思　は目し　が化にたにこイ
　　も　しま結う　ドにてし語が弱だ性のツ
その　たりしが　イついか幹進化’・時語
しでの原　た　　ツくるし音行の変数期（
てあ弱因文重そ　語。　’節す度化・にと
　　る化は法大の　の今ま文にる合語格はも
名がは’性な前　兄でた法固のを尾に’に
詞　　’何の変に　弟こ　的定は進は応英十
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や
冠
詞
の
形
態
上
の
区
別
が
失
わ
れ
、
そ
の
こ
と
が
さ
ら
に
範

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
拠
〕

晴
そ
の
も
の
の
消
減
を
招
い
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
語
尾
の
弱
化
は
、
格
・
数
を
表
す
語
尾
変
化
に

も
当
然
影
響
を
及
ぽ
し
た
。
現
代
英
語
の
名
詞
変
化
が
、
わ
ざ

わ
ざ
「
変
化
表
」
に
す
る
ほ
ど
の
代
物
で
な
く
な
っ
て
い
る
の

は
自
明
で
あ
る
が
、
現
代
ド
イ
ツ
語
の
そ
れ
も
、
こ
う
し
て
改

め
て
表
に
し
て
み
る
と
、
英
語
と
五
十
歩
百
歩
で
あ
る
こ
と
が

分
か
る
。
単
数
与
格
（
3
格
）
の
語
尾
・
①
は
今
日
で
は
ふ
う
つ

用
い
ら
れ
な
い
か
ら
、
ド
イ
ツ
語
が
英
語
よ
り
複
雑
で
あ
る
の

は
、
複
数
与
格
で
・
目
が
付
く
点
だ
け
で
あ
る
（
女
性
名
詞
は
単

数
属
格
（
2
格
）
の
語
尾
す
ら
欠
く
）
。
文
法
性
を
度
外
視
す
れ

ぱ
、
こ
の
よ
う
に
英
語
と
ド
イ
ツ
語
の
名
詞
は
同
じ
よ
う
な
発

展
段
階
（
シ
ュ
ラ
イ
ヒ
ャ
ー
流
に
考
え
れ
ぱ
「
堕
落
」
の
段
階
）

に
あ
る
と
言
え
る
。
し
か
し
、
こ
の
語
尾
弱
化
の
埋
め
合
わ
せ

の
仕
方
は
両
言
語
で
か
な
り
異
な
る
。
英
語
は
、
格
語
尾
の
喪

失
、
ひ
い
て
は
一
部
の
格
の
消
滅
を
、
主
に
語
順
（
文
頭
1
1
主

語
な
ど
）
と
前
置
詞
に
よ
っ
て
補
填
し
て
い
る
。
　
一
方
、
ド
イ

ツ
語
で
は
と
り
わ
け
冠
詞
が
格
の
表
示
機
能
を
受
け
持
ち
、
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）

置
詞
等
が
こ
れ
を
補
う
形
を
取
っ
て
い
る
。
冠
詞
と
い
う
機
能

語
に
頼
る
点
で
は
、
屈
折
型
か
ら
一
歩
脱
却
し
た
と
言
え
る
が
、

ド
イ
ツ
語
の
冠
詞
自
体
は
、
第
二
章
に
も
述
べ
た
と
お
り
、

性
・
数
・
格
が
澤
然
一
体
と
な
っ
た
変
化
を
今
な
お
守
っ
て
い

る
。
こ
の
屈
折
性
の
維
持
が
、
ド
イ
ツ
語
の
文
法
を
英
語
の
そ

れ
よ
り
も
難
し
く
見
せ
る
一
因
と
な
っ
て
い
る
。
と
は
言
え
、

今
日
に
至
っ
て
も
名
詞
自
体
が
複
雑
な
変
化
を
示
す
ア
イ
ス
ラ

ン
ド
語
に
比
べ
れ
ぱ
、
ド
イ
ツ
語
は
む
し
ろ
英
語
に
近
い
と
も

　
（
3
6
）

言
え
る
。

　
以
上
、
第
二
章
と
同
様
、
名
詞
の
形
態
に
つ
い
て
長
広
舌
を

ふ
る
い
、
紙
数
も
時
間
も
（
気
力
も
）
尽
き
て
し
ま
っ
た
。
本

当
は
、
英
独
と
も
に
印
欧
語
的
性
格
を
比
較
的
良
く
伝
え
て
い

る
、
強
変
化
動
詞
の
母
音
交
替
（
英
語
色
長
～
窪
長
～
ω
冒
①
目
、

ド
イ
ツ
語
色
屋
g
～
竃
長
～
o
q
①
匿
目
o
q
彗
な
ど
）
の
問
題
等
に

関
し
て
さ
ら
に
話
を
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
が
、
別
の
機
会
に

ゆ
ず
る
。

　
ま
た
、
英
語
と
ド
イ
ツ
語
の
間
の
最
も
犬
き
な
共
通
項
で
あ

る
語
彙
に
関
し
て
も
、
他
の
ゲ
ル
マ
ン
諸
語
や
印
欧
諸
語
と
比

較
し
つ
つ
、
論
じ
る
予
定
で
あ
っ
た
。
残
念
な
が
ら
、
こ
れ
も

今
回
は
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
音
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韻
対
応
の
と
こ
ろ
で
若
干
実
例
を
挙
げ
て
お
い
た
（
図
表
8
）

の
で
、
参
考
に
し
て
さ
ら
な
る
対
応
語
彙
を
収
集
し
て
み
て
は

如
何
か
。

（
1
）
　
こ
の
種
の
入
門
講
義
に
し
て
は
、
少
し
註
を
付
け
す
ぎ
ま

　
し
た
。
時
間
の
無
い
方
は
、
註
は
読
み
と
ば
し
て
も
、
理
解
に

　
支
障
あ
り
ま
せ
ん
。
な
お
、
註
に
挙
げ
る
参
考
文
献
は
、
極
力

　
日
本
語
で
箸
か
れ
た
も
の
に
限
り
ま
し
た
。

（
2
）
　
「
と
に
か
く
、
日
本
語
は
系
統
的
に
煮
て
も
焼
い
て
も
食

　
え
な
い
代
物
で
、
そ
の
親
縁
が
さ
ま
ざ
ま
杢
言
語
に
求
め
ら
れ

　
て
き
た
が
、
い
ま
だ
に
確
信
を
も
っ
て
親
族
で
あ
る
と
認
め
ら

　
れ
る
の
は
琉
球
語
を
除
い
て
外
に
な
い
（
小
泉
保
「
日
本
語
と

　
は
」
、
月
刊
『
…
呈
咀
』
一
九
八
八
年
五
月
号
所
収
、
二
七
頁
）
L

（
3
）
　
以
下
、
主
要
な
術
語
に
は
ド
イ
ツ
語
訳
を
付
す
。
な
お
、

　
印
欧
語
族
は
、
ド
イ
ツ
語
圏
で
は
む
し
ろ
イ
ン
ド
・
ゲ
ル
マ
ン

　
語
族
ぎ
ま
需
『
昌
彗
ぎ
ぎ
O
O
肩
弩
－
駐
昌
彗
巾
と
呼
ぱ
れ
る
こ

　
と
が
多
い
（
旧
東
独
は
例
外
）
。

（
4
）
　
田
中
克
彦
、
H
・
ハ
ー
ル
マ
ン
『
現
代
ヨ
ー
ロ
ヅ
バ
の
言

語
』
、
岩
波
新
書
　
一
九
八
五
年
、
一
六
頁
に
よ
る
と
、
印
欧
諸

　
語
の
話
老
数
は
ヨ
ー
ロ
ヅ
バ
の
全
人
口
の
九
四
・
四
バ
ー
セ
ン

　
ト
を
占
め
る
。
同
薯
は
、
ヨ
ー
ロ
ヅ
パ
諸
語
の
話
老
数
・
通
用

域
等
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
、
死
滅
寸
前
の
小
言
語
に
至
る
ま
で

網
羅
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
ト
ル
コ
語
（
ヨ
ー
ロ
ヅ
バ
・
ト
ル

　
コ
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
の
少
数
派
、
そ
し
て
出
稼
ぎ
労
働
者
に
よ
り

　
と
り
わ
け
ド
イ
ツ
で
話
さ
れ
る
）
に
関
す
る
一
章
は
欠
落
し
て

　
い
る
。

（
5
）
言
語
間
の
親
近
性
は
、
し
か
し
常
に
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
に
働
く

　
と
は
限
ら
な
い
。
た
と
え
ぱ
、
ロ
マ
ン
ス
諸
語
の
間
に
は
次
の

　
よ
う
な
多
く
の
旺
衰
與
ま
ω
「
に
せ
の
友
達
（
音
、
字
面
が
似

　
て
い
て
も
意
味
が
異
な
る
語
）
」
が
存
在
す
る
。
イ
タ
リ
ア
語

　
一
彗
胴
O
「
幅
の
広
い
」
に
対
し
て
ス
ベ
イ
ン
語
ぎ
お
O
「
長

　
い
」
、
イ
タ
リ
ア
語
竃
＝
烏
「
登
る
」
に
対
し
て
ス
ペ
イ
ン
語

　
墨
亭
「
出
る
」
な
ど
。
…
弩
ざ
ミ
凹
目
亭
易
鼻
ヂ
冒
①
竃
O
～
・

　
名
量
9
釘
ぎ
津
宗
ω
；
8
ω
o
－
昌
一
竃
旨
｝
昌
－
竃
9
ω
．
曽
べ
〔

　
を
参
照
。

（
6
）
　
問
題
と
な
る
の
は
言
語
の
親
縁
関
係
で
あ
る
。
民
族
的
同

系
性
は
前
提
に
な
ら
な
い
。

（
7
）
　
比
較
言
語
学
に
お
い
て
は
、
残
存
す
る
限
り
の
最
古
の
言

語
層
を
資
料
と
す
る
の
が
原
則
だ
が
、
こ
こ
で
は
話
を
分
か
り

　
や
す
く
す
る
た
め
に
現
代
英
語
、
現
代
ド
イ
ツ
語
の
例
を
挙
げ

　
る
。

（
8
）
　
つ
ま
り
、
音
の
規
則
的
対
応
こ
そ
が
重
要
な
の
で
あ
っ
て
、

音
や
字
面
の
類
似
は
実
は
直
感
的
ヒ
ン
ト
以
上
の
役
割
を
演
じ

な
い
。
単
な
る
類
似
は
借
用
に
よ
っ
て
も
生
じ
う
る
し
、
偶
然

　
の
空
似
と
い
う
こ
と
も
あ
り
う
る
。
た
と
え
ぱ
、
ド
イ
ツ
語
の

臣
σ
雪
「
持
っ
て
い
る
」
と
ラ
テ
ン
語
の
ζ
籏
冨
「
持
っ
て
い
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る
L
と
は
、
字
面
・
意
味
と
も
に
酷
似
し
て
い
る
。
し
か
し
、

　
音
韻
規
則
に
よ
り
ド
イ
ツ
語
の
h
は
ラ
テ
ン
語
の
c
に
対
応
す

　
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
語
に
お
け
る
h
の
一
致
は
む
し
ろ
別
起
源

　
の
証
明
と
な
る
（
ド
イ
ツ
語
ま
σ
g
は
実
は
ラ
テ
ン
語

　
S
扁
篶
「
捕
え
る
」
と
同
源
）
。
逆
に
、
ア
ル
メ
ニ
ア
語
胃
ぎ

　
「
二
」
と
ラ
テ
ン
語
き
O
の
よ
う
に
一
見
全
く
似
て
い
な
い
語

　
で
も
、
手
順
を
踏
ん
で
音
韻
対
応
が
一
証
明
で
き
れ
ば
、
同
源
と

　
い
う
こ
と
に
な
る
。
A
・
メ
イ
エ
、
泉
井
久
之
助
訳
『
史
的
言

　
語
学
に
お
け
る
比
較
の
方
法
』
、
み
す
ず
書
房
　
一
九
七
七
年
、

　
一
九
頁
以
下
参
照
。

（
9
）
　
詳
し
く
は
、
風
間
喜
代
三
『
号
呈
岨
学
の
誕
生
』
、
岩
波
新
書

　
一
九
七
八
年
を
参
照
。
同
書
は
比
較
言
語
学
の
発
展
を
思
想
史

的
背
景
を
も
踏
ま
え
て
解
説
し
た
好
著
で
あ
る
。

（
1
0
）
　
語
派
の
分
類
は
基
本
的
に
風
間
喜
代
三
「
イ
ン
ド
・
ヨ
ー

　
ロ
ヅ
バ
語
」
（
亀
井
孝
他
編
『
言
語
学
大
辞
典
』
第
一
巻
、
三
省

堂
　
一
九
八
八
年
所
蚊
）
に
従
う
。
註
7
に
述
べ
た
と
お
り
、

古
語
の
方
が
資
料
価
値
が
高
い
が
、
こ
こ
で
は
現
代
語
を
中
心

　
に
挙
げ
、
特
に
現
代
ヨ
ー
ロ
ッ
バ
諸
語
は
網
羅
す
べ
く
努
め
た
。

　
こ
れ
ら
新
旧
の
印
欧
諸
語
を
ま
と
め
て
解
説
し
た
も
の
に
、

　
W
・
B
・
ロ
ソ
ク
ウ
ッ
ド
、
岩
本
忠
訳
『
イ
ン
ド
・
冒
i
ロ
ッ

バ
諸
語
の
展
望
』
、
三
修
杜
　
一
九
八
七
年
が
あ
る
が
、
残
念
な

　
が
ら
誤
記
・
誤
植
が
移
し
い
。
む
し
ろ
、
『
言
語
学
大
辞
典
』
、

第
一
～
四
巻
、
三
省
堂
　
一
九
八
八
～
九
二
年
の
各
項
目
を
見

　
た
方
が
た
め
に
な
る
。

（
u
）
　
イ
ン
ド
語
派
と
イ
ラ
ン
語
派
は
合
わ
せ
て
イ
ン
ド
・
イ
ラ

　
ン
語
派
と
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

（
1
2
）
　
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
の
カ
シ
ュ
ー
ブ
方
言
を
独
自
の
；
目
語
と

　
見
な
す
こ
と
も
あ
る
。
田
中
、
上
掲
書
（
↓
註
4
）
、
一
人
一
頁

　
以
下
参
照
。

（
1
3
）
　
こ
の
寓
話
は
、
風
間
、
上
掲
書
（
↓
註
9
）
、
二
五
一
頁
以

　
下
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

（
u
）
印
欧
祖
語
の
音
韻
・
形
態
・
シ
ン
タ
ク
ス
に
関
す
る
総
合

　
的
記
述
と
し
て
は
、
高
津
春
繁
『
印
欧
語
比
較
文
法
』
、
岩
波
全

　
書
　
一
九
五
四
年
が
あ
る
。
松
本
克
己
「
印
欧
言
語
学
へ
の
招

　
待
、
1
～
6
」
（
月
刊
コ
言
語
』
、
　
一
九
八
八
年
一
～
六
月
号
所

　
収
）
は
、
網
羅
的
で
は
な
い
が
、
最
新
の
学
説
を
踏
ま
え
た
明

　
快
な
論
述
で
あ
る
。

（
1
5
）
　
印
欧
祖
語
に
は
冠
詞
は
存
在
し
な
い
。
こ
れ
は
、
後
代
に

　
各
語
派
二
目
語
が
個
別
に
数
詞
・
指
示
代
名
詞
等
か
ら
発
展
さ

　
せ
た
も
の
で
あ
る
。
現
代
で
も
、
た
と
え
ぱ
ス
ラ
ヴ
語
派
（
後

　
置
冠
詞
を
持
っ
ブ
ル
ガ
リ
ア
語
と
マ
ケ
ド
ニ
ア
語
を
除
く
）
は

　
冠
詞
を
知
ら
な
い
。

（
1
6
）
印
欧
祖
語
の
三
性
体
系
に
先
行
す
る
段
階
と
し
て
、
有

生
・
無
生
と
い
う
二
性
体
系
が
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

松
本
、
上
掲
論
文
（
↓
註
u
）
、
6
（
六
月
号
）
参
照
。

（
1
7
）
　
こ
こ
で
数
え
た
の
は
名
詞
の
性
の
種
類
で
あ
る
。
人
称
代
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名
詞
な
ら
ぱ
、
英
語
は
三
陸
、
デ
ン
マ
ー
ク
語
は
四
性
（
男
・

　
女
・
共
・
中
性
）
等
と
な
る
が
、
こ
の
場
合
の
男
・
女
性
は
自

　
然
性
に
等
し
い
。

（
1
8
）
　
西
江
雅
之
「
ア
フ
リ
カ
の
言
語
に
お
け
る
ク
ラ
ス
と
数
」

　
（
月
刊
『
言
語
』
、
一
九
七
八
年
六
月
号
所
収
）
、
三
八
頁
以
下
参

　
照
。

（
1
9
）
　
印
欧
語
に
お
け
る
双
数
の
成
立
と
発
展
に
関
し
て
は
、
泉

　
井
久
之
助
『
印
欧
語
に
お
け
る
数
の
現
象
』
、
犬
修
館
　
一
九
七

　
八
年
に
詳
し
い
。

（
2
0
）
　
リ
ト
ア
ニ
ア
語
の
双
数
は
今
世
紀
初
め
ま
で
維
持
さ
れ
た

　
と
言
う
。
村
田
郁
夫
「
リ
ト
ア
ニ
ア
語
」
（
『
言
語
学
大
辞
典
』
、

　
第
四
巻
、
三
省
堂
　
一
九
九
二
年
所
収
）
、
七
六
三
頁
参
照
。
今

　
で
も
双
数
を
用
い
る
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
語
と
ソ
ル
ブ
語
に
関
し
て

　
は
、
＞
一
「
．
昌
呂
B
彗
畠
＼
因
．
戸
「
く
誉
o
『
O
』
竃
彗
冥
亮
曽
匡
妻
一

　
…
O
冬
彗
岩
ミ
一
〇
〇
」
O
。
ト
弐
、
L
S
弐
．
を
見
よ
。
な
お
、
代
名
詞

　
の
双
数
は
北
フ
リ
ジ
ア
語
に
も
見
ら
れ
る
。
清
水
誠
「
北
フ
リ

　
ジ
ア
語
モ
ー
リ
ン
グ
方
言
（
1
）
文
法
」
（
『
北
海
道
大
学
文
学

　
部
紀
要
』
、
4
0
－
3
、
一
九
九
二
年
所
収
）
、
九
九
頁
以
下
参
照
。

（
2
1
）
　
泉
井
久
之
助
『
言
語
の
構
造
』
、
紀
伊
國
屋
　
一
九
六
七

　
年
、
五
七
頁
参
照
。

（
2
2
）
　
格
の
用
法
に
関
し
て
は
、
高
津
、
上
掲
書
（
↓
註
1
4
）
、
二

　
〇
〇
頁
以
下
参
照
。

（
2
3
）
　
ヒ
ッ
タ
イ
ト
語
も
八
格
を
持
つ
が
、
こ
こ
で
は
与
格
と
所

格
が
融
合
し
、
新
た
に
方
向
格
が
生
じ
て
い
る
。
大
城
光
正
、

吉
田
和
彦
『
印
欧
ア
ナ
ト
リ
ア
諸
語
概
説
』
、
大
学
書
林
　
一
九

九
〇
年
、
三
一
頁
参
照
。

（
2
4
）
　
人
称
代
名
詞
な
ら
ぱ
、
ロ
マ
ン
ス
諸
語
は
主
格
・
対
格
・

与
格
、
ア
フ
リ
カ
ー
ン
ス
語
は
主
格
・
対
格
・
属
格
、
ブ
ル
ガ

　
リ
ア
語
・
マ
ケ
ド
ニ
ア
語
は
主
格
・
対
格
・
与
格
を
区
別
す
る
。

（
2
5
）
　
泉
井
、
上
掲
書
（
↓
註
2
1
）
、
六
一
頁
以
下
参
照
。

（
2
6
）
　
厳
密
に
言
う
と
、
母
音
調
和
（
語
尾
に
現
れ
る
母
音
の
種

　
類
が
語
幹
の
母
音
に
制
約
さ
れ
る
こ
と
）
の
た
め
、
二
種
類
の

　
変
種
が
存
在
す
る
。

（
2
7
）
屈
折
型
を
言
語
の
最
高
の
発
展
段
階
と
考
え
た
十
九
世
紀

　
ヨ
ー
ロ
ヅ
バ
の
言
語
学
老
は
、
手
前
味
嗜
と
し
か
言
い
よ
う
が

　
無
い
。
な
お
、
印
欧
語
に
は
膠
着
型
の
前
段
階
も
想
定
さ
れ
て

　
い
る
。
松
本
、
上
掲
論
文
（
↓
註
1
4
）
、
6
（
六
月
号
）
参
照
。

（
2
8
）
　
動
詞
体
系
に
関
し
て
は
、
W
・
B
・
ロ
ッ
ク
ウ
ッ
ド
、
永

　
野
芳
郎
訳
、
『
比
較
言
語
学
入
門
』
、
大
修
館
　
一
九
七
六
年
、

　
二
二
五
頁
以
下
に
分
か
り
や
す
い
解
説
が
あ
る
。

（
2
9
）
　
源
郷
の
問
題
に
関
し
て
は
、
風
間
喜
代
三
「
印
欧
語
族
の

　
源
郷
」
（
月
刊
『
言
語
』
一
九
七
八
年
十
一
月
号
所
収
）
を
参

　
照
。

（
3
0
）
　
H
・
モ
ー
ザ
ー
、
国
松
孝
二
他
訳
『
ド
イ
ツ
語
の
歴
史
』
、

　
自
水
社
　
一
九
六
七
年
、
九
一
頁
以
下
参
照
。

（
3
1
）
　
こ
れ
に
は
、
い
わ
ゆ
る
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
の
法
則
等
の
例
外
が
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あ
る
が
、
煩
雑
に
な
る
の
で
省
略
す
る
。
P
・
ポ
ー
レ
ン
ツ
、

　
岩
崎
英
二
郎
他
訳
『
ド
イ
ツ
語
史
』
、
自
水
杜
　
一
九
七
四
年
、

　
二
〇
〇
頁
以
下
参
照
。

（
3
2
）
　
第
二
次
子
音
推
移
等
に
関
す
る
詳
細
は
、
ポ
ー
レ
ン
ッ
、

　
上
掲
書
（
↓
註
3
1
）
、
三
五
頁
以
下
参
照
。

（
3
3
）
　
一
方
母
音
に
関
し
て
は
、
英
語
が
十
四
～
十
七
世
紀
に
か

　
け
て
の
大
母
音
推
移
宵
o
寄
＜
o
ぎ
ξ
胃
8
巨
9
昌
胴
等
の
た

　
め
に
、
よ
り
犬
き
な
改
変
を
経
験
し
て
い
る
。
大
量
に
出
回
っ

　
て
い
る
『
英
語
史
』
の
い
ず
れ
か
を
参
照
せ
よ
。

（
3
4
）
　
L
・
モ
ル
ス
バ
ヅ
ハ
、
中
島
文
雄
訳
『
英
語
の
文
法
的
・

　
心
理
的
「
性
」
』
、
研
究
社
　
一
九
六
八
年
、
三
四
頁
以
下
参
照
。

（
3
5
）
　
標
準
ド
イ
ツ
語
は
具
格
を
除
く
四
つ
の
格
を
保
持
し
て
る

　
が
、
大
方
の
方
言
は
属
格
を
失
い
、
「
く
昌
十
与
格
」
（
9
①
匡
肇
｛
－

8
く
冒
序
昌
＞
貝
①
一
「
林
檎
の
半
分
」
な
ど
）
、
ま
た
は
「
与

格
十
所
有
代
名
詞
」
（
守
ヨ
＜
9
胃
邑
目
匡
彗
ω
「
父
の
家
」
な

ど
）
に
よ
っ
て
表
現
し
て
い
る
。
ま
た
、
北
ド
イ
ツ
の
方
言
で

は
、
与
格
が
対
格
（
4
格
）
に
吸
収
さ
れ
て
い
る
。
O
・
ベ
ハ

　
ー
ゲ
ル
、
桜
井
和
市
他
訳
『
ド
イ
ツ
語
学
概
論
』
、
白
水
社
　
一

　
九
七
二
年
、
二
二
三
頁
以
下
参
照
。

（
3
6
）
　
ド
イ
ッ
語
の
名
詞
類
の
学
習
に
お
い
て
本
当
に
困
難
な
の

　
は
、
冠
詞
等
の
さ
さ
や
か
な
変
化
表
を
暗
謂
す
る
こ
と
で
は
な

　
く
、
個
々
の
名
詞
が
ど
の
性
に
属
し
、
ど
う
や
っ
て
複
数
形
を

作
る
か
を
一
々
覚
え
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
ア
イ

　
ス
ラ
ン
ド
語
や
ロ
シ
ア
語
の
よ
う
に
複
雑
な
語
形
変
化
を
維
持

　
し
て
い
る
言
語
の
場
合
、
個
々
の
名
詞
の
性
な
い
し
変
化
系
列

は
そ
の
語
形
か
ら
判
断
が
つ
く
こ
と
が
多
い
。
た
と
え
ぱ
、
回

　
シ
ア
語
に
お
い
て
は
、
名
詞
の
単
数
主
格
形
が
硬
子
音
で
終
わ

れ
ぱ
男
性
、
a
で
終
わ
れ
ぱ
女
性
、
0
で
終
わ
れ
ば
中
性
と
言

う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
点
ド
イ
ツ
語
は
、
語
形
が
（
中
途
半

端
に
）
摩
耗
し
て
し
ま
っ
た
た
め
、
「
e
で
終
わ
る
名
詞
に
は
女

性
が
比
較
的
多
い
」
と
い
っ
た
き
わ
め
て
大
ま
か
な
傾
向
を
指

摘
す
る
以
上
の
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
橋
大
学
助
教
授
）
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